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2019年５月17日 

各  位 

 会 社 名  株 式 会 社 Ｋ ｅ ｙ Ｈ ｏ ｌ ｄ ｅ ｒ 

 代 表 者 名  代 表 取 締 役 社 長 明 珍  徹 

 （証券コード番号 ４７１２・JASDAQ） 

 問い合わせ先   取 締 役 大 出 悠 史 

 電 話 番 号  ０ ３ － ５ ８ ４ ３ － ８ ８ ８ ８ 

 

当社連結子会社間の吸収合併に関するお知らせ 

 

本日、当社の連結子会社である株式会社ａｌｌｆｕｚ（以下「オルファス」という。）と、株式会

社ＫｅｙＳｔｕｄｉｏ（以下「ＫＳ」という。）の両社において取締役会を開催し、2019年５月23日

（木）に開催予定の当社取締役会における決議を条件として、オルファスを吸収合併存続会社、ＫＳ

を吸収合併消滅会社とする吸収合併（以下「本合併」という。）を行う旨の吸収合併契約を締結する

ことを決議するとともに、当該吸収合併契約を締結いたしましたので、下記のとおりお知らせいたし

ます。 

なお、本合併は連結子会社間における吸収合併であるため、開示事項・内容の一部を省略して開示 

しております。 

 

 

記 

 

１．合併の理由 

オルファスは、「専門化された業務を効率よく行う専門会社」として、販売戦略の立案を主軸とし

た広告・プロモーション企画の制作事業や、豊富なタレント・アーティスト情報に基づくキャスティ

ング業務、コンテンツを活用した商品・サービスの開発支援業務などを手掛ける会社です。 

そしてＫＳは、新宿アルタ店を活用した、様々なアーティストやアイドル・パフォーマーなどに対

して、ライブ・イベントスペース「ＫｅｙＳｔｕｄｉｏ」を提供し、運営する会社です。 

当社は、2018 年２月９日付け「株式会社 allfuz（オルファス）との業務提携に関する基本合意書

締結のお知らせ」及び、2018 年６月 18 日付け「連結子会社（株式会社ＫｅｙＳｔｕｄｉｏ）と株式

会社 Y&N Brothers及び株式会社 allfuzとの業務提携契約の締結及び秋元康氏の当社特別顧問就任に

関するお知らせ」のとおり、ＫＳの運営に伴うライブ・エンタメ事業（現「総合エンターテインメン

ト事業、ライブ・エンターテインメント部門」）の早期の収益化及び収益力の強化を実現することに

より、相互の企業価値の向上を図ることを目的として、ＫＳの運営に係る業務をオルファスに委託い

たしました。 

しかしながら、当社は 2019 年４月１日付でオルファスを株式交換により完全子会社化したことか

ら、今後の運営に係る業務の効率化ならびに収益力の強化を図ることを目的に本合併を行うものであ
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ります。 

 

 

２．合併の要旨 

（１）合併の日程 

(１）取 締 役 会 決 議 日 

（合併当事会社） 
2019年５月17日（金） 

(２) 合 併 契 約 締 結 日 2019年５月17日（金） 

(３) 取 締 役 会 決 議 日 

（当社） 
2019年５月23日（木）（予定） 

(３）合併の効力発生日 2019年７月１日（月）（予定） 

 

 （２）合併の方式 

  オルファスを存続会社とする吸収合併方式とし、ＫＳは解散いたします。 

 

 （３）合併に係る割当の内容 

  本合併は当社の連結子会社間で行われるため、本合併による株式、金銭その他の財産の交付

はありません。 

 

 （４）合併に伴う消滅会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

  該当事項はありません。 

 

 

３．合併当事会社の概要 

 吸収合併存続会社 吸収合併消滅会社 

（１）名 称 株式会社ａｌｌｆｕｚ 株式会社ＫｅｙＳｔｕｄｉｏ 

（２）所 在 地 東京都渋谷区東３-16-３ 東京都港区虎ノ門１-７-12 

（３）代 表 者 の 

役 職 ・ 氏 名 
代表取締役社長 赤塚 善洋 代表取締役社長 大出 悠史 

（４）事 業 内 容 広告企画開発事業 

タレント・キャスティング事業 

デジタルコンテンツ事業 

ライブ・イベントスペースの開

設及び運営事業 

（５）資 本 金 99,950,000円 100,000,000円 

（６）設 立 年 月 日 2012年５月28日 2018年４月13日 

（７）発 行 済 株 式 数 2,285株 2,000株 

（８）決 算 期 ３月 ３月 

（９）大 株 主 及 び 

持 株 比 率 

株式会社ＫｅｙＨｏｌｄｅｒ

（100％） 

株式会社ＫｅｙＨｏｌｄｅｒ

（100％） 
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４．今後の見通し 

本件合併は、当社の連結子会社間の合併であるため、連結業績に与える影響は軽微であります。 

 

 

以上 


